
焼畑の村・クミにて-フィールドノートから

1998年暮れから 1999年2月初めにかけて、エチ

オピアの熱帯雨林の中で、マジャンギルの人々と生

活する機会を得た。植物形態学の専門家として、

1992年以来この地に入って研究を続ける若い人文

地理学徒、佐藤廉也氏の植生調査のお手伝いが目的

だった。私にとっては30年来(ユーラシア大陸を

ヒッチハイクした際、ジプラルタルを渡ろうかと

迷った末断念した)の念願のアフリカだった。比較

的丁寧に綴ってきたフィーjレドノートのほんの一部

を生のまま修正を施さずにここに転記して、私がか

の地で感じたことを伝えたい。ノートから生のまま

載せたということで、内容は一貫したものではなく

読みにくいところがあるかもしれないが、臨場感を

持たせるものとお許しいただきたい。今回の機会を

与えられた、京都大学の福井勝義教授、同行して私

に素晴らしい体験を共有させてくださった佐藤康也

博士に心から御礼申し上げる。(ただし、以下の記

録は私個人の感想、意見に基づくものであり、佐藤

氏の現地に対する考え方とは全く無関係なものであ

ることを念のため申し添えておく。)

マジャンギルはエチオピア連邦共和国西南部のガ

ンベラ州、南部民主州、オロモ州にまたがる森林地

帯に生活する民族集団である。南部スーダンに速な

る低地とエチオピア高原の漸移地帯にあたり年間雨

量も 1700mrn前後ある。森林の中で住居や集落の周

辺の植生を伐採して焼畑農耕を、さらに周辺の森林

で峰蜜採集、狩猟活動中心の生業活動を行う。

1960年代まで、小規模な世帯を基本とし、離合集

散する戸数2~ 10程度の集団で集落を形成してい

たが、メンギスツ政権による集住化政策に対応し

て、いくつかの百人を超える行政村を形成するよう

になった。また、 1960年代から70年代にかけてア

メリカのミッションによるキリスト教布教活動が

あったが、集住化と同時にキリスト教の受容もすす

八田洋章

んだ。これらの過程をへて、さまざまな生活の変化

を経験してきている。今回滞在したクミ村は、ガン

ペラナ|、|ゴダレ郡の行政府所在地メテイから西へ30

キロほどの距離にある、人口5百数十人の村であ

る。

生水が飲め、マラリアの心配もない

「ディゴイエーJ、「デイゴイ・デイゴイ・デイゴ

イエーJとはまことに便利なあいさつ言葉である。

朝も、昼も、夜も「デイゴイエ」といって笑顔を向

ければよい。それに倍する笑顔が返ってくる。ほと

んどの人と握手を交わす。握り締めれば倍する力で

返ってくる。

生水が安心して飲め、マラリアの心配もない。恐

らく盗難も無い。子供たちは、アジスアペパで砕易

したような物乞いをすることなど一切無い。子供が

いたずらをすると年長の子がきびしく戒める。

人々の表情の良さ、どうしてこんなに穏やかで、

心豊かな表情が保たれ続けてきたのだろう。食事で

もなんでも訪れたものを絶対拒まない。あればその

人に差し出す。離婚したり、男がいな くてもE助の

精神でとにかく暮らしてゆける。だから私たちも食

客として受け入れられたのだ。文明社会ではとっく

に失ってしまったような、この人と人との暖かな和

が密林の隙間で生き続けてきたのだ。

3、4歳の、同じ年齢くらいの子供らが10人ほど、

いつも我々の邸宅の前の広場でころげまわり、もつ

れ合ってにぎやかに遊んでいた。親はどの子にも分

け隔て無く叱る。また年長の子が年少の子に結構き

びしい。怒られそうになるとクモの子を散らすよう

に散り、すぐ元に戻って遊ぶ。私の世代の子供の頃

はまだこれに似た状態ではなかったかと思う。自然

の子らである。幼児はすべて素足で遊び、婦人や男

達とてさほど変らない。素足の生活が可能なくらい
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安全だという事でもある。衣類も子供らはほとんど

裸同然の着古したほろを縫っているに過ぎない。そ

れで済ませられるだけの媛かさに恵まれているの

だ。

熱情の夕暮れは早い。日が沈み始めたと，思ったら

すぐ暗くなる。真っ暗;な簡の中で、縁者や近所の皆

さんが集ま ってお喋りが続く。この雰囲気だって私

には全く夢みたいな体験である。アフリカの人たち

と共に、丸い小さな小屋の脇の大木の下で、野外の

台所も兼ねたような、タロイモを煮る火を囲んでい

るのだ。佐藤さんは、このような時間帯が情報を得

るのに最も大切な時だという。星がやけに輝いて見

える。婦人たちはよく喋り、よく笑う。言葉をも含

めて、これほど日本での日常とかけ離れた生活体験

はこれまでの私には無かった。私が過去に経験し

た、ヒマラヤやパヌアツのテント生活とは意味が違

う。いずれにしろ大変な場所に我が身を置いている

のは確かであった。

朝7H寺半頃には数冊の教科瞥やノートを抱えて子

供らは学校に忽ぐ。 日本で学齢期にあたる子供に加

えて、青年たち、それに十分な大人も混じる。私た

ちの調査をいつも手伝ってくれるクシエン君も学校

があるため土、日以外の午前中は加われない。彼は

7年生とのこと。時々じっと教科書とにらめっこし

ている大人遂の姿を見るこ とがある。今朝佐藤さん

に英語を教わりに来た青年がいた。この村も変って

いくだろうと思う。

現地にとけこむ要件

佐藤さんは6年前にここ、クミ村に始めてやって

来た。6年といえば生まれたばかりの子が6歳にな

るほどの時間がたっているということになる。誰か

らも「サトーJ、「サトーJと声がかかり、彼は誰に

も丁寧に対応し、相談にものり、時に冗談を言っ

て、みなを笑わせている。彼の生来の生活のリズム

がこの人たちのリズムにひ.ったりなのだとさえ思わ

せる。

村人の溢れる善意は佐藤さんへの信頼であり、敬

意の表現であろう。彼はこの村の人たちに対し、殊

に食事その他お世話になっているガプリエJレ・ペレ

パ夫妻に対し、徹底した誠意で答えている。好意を

無にするということが絶対にといっていいほど無

い。例えば時にトウモロコシのインジェラとワット

を私たちの小屋に届けてもらうことがあると、私は
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(2人だけで食べるl時にはとくに)ケチャップなど

を振り掛けて食べるのだが、彼は出してもらったそ

のままで、残さないように無理をしてでも食べた。

私はこれがこの場所における誠意というものであろ

うと納得した。その態度は側で見ていて快かった。

私は彼から多くの事を学んだ。そして佐藤さんが選

んだ研究対象としてのここの人々が素晴らしい民族

である事を喜んだ。

「伝道者オドラ (1960年代からはじめてキリスト

教の布教活動をおこなったアメリカ人宣教師)は彼

らに教える人だったが、私は彼らから学ぶ人です

よJIマジャンギJレ語を話せる外国人が世界で5人

もいないと思うと勉強するのも楽しかったですよ」

と佐藤さんはさらりと言つてのけるが、彼らの言葉

で、老人とも子供たちとも自由に会話ができる事が

この種の研究の基本的な要件だと理解できた。その

ことが人々の信頼を得るうえで大きく作用したに違

いない。

村のメイン通りに面する一角で、老人逮がター

ジャンと呼ぶ濁酒で宴会をやっていた。まだ始まっ

たばかりで、静かだったがやがてダンスさえ始まる

ようだ。若者逮はキリスト教受容に伴う禁酒運動の

ため、ほとんど酒類を飲まない。それで互いに離れ

て暮らしている老人達がたまに集まって宴会とな

る。溜を仕込んだと聞いて近隣の村からも老人が集

まってくるのだそうだ。 lつの酒器から2人が顔を

突き合わせて一緒に飲む。自分も隣の男と口を合わ

せて一気に飲んだ。「八回先生はすごい適応力です

ね、はじめてでそこまでやれる人はあんまりいま

せんよ」と佐藤さんがほめて(? )くれた。以後私

は長老組みに入れてもらい、しばしばター ジャンや

峰蜜酒に酔いしれた。笑際年齢でも私は立派な長老

組みの資格があったのだ。

「棒根」やスナノ ミの ことなど

森を歩く毎に気になっていたのだが、この森の巨

木群には板根の発途する個体が非常に多い。そして

2つのタイプがあることに気づく。いわゆる板根は

名のとおり、東南アジアで普通に見かけるように、

若い時から幹の基部が数片の薄い板状に発達するの

だが、ここには、若い時幹の周りがまるで丸太で取

り巻かれているような状態で、それが幹の肥大に

伴って、基音11が板根状に発達してくる。つまり翼の

数が極端に多く、興と翼との問が狭く深い空間とな



斧1つで倒された Aningeriaの幹の男面。「機根Jが成
長するとこのように深いひだとなる

る。これは板様の範時には入るには相違無いのだが

普通の板板とは発生の段階から異なるよう観察され

る。人々はこの空間を利用して、芋類の貯蔵庫の代

用としたり、この空間で査を焼いたりして利用し、

さすが森の住人の感が強い。佐藤さんはこれを「棒

機Jと名付けた。あまりぱっとしない命名だが今の

ところ他に妙案が無い。

ドゥエ (Duωe)と呼ぶ木がある。学名はBα:phiα

αbyssinicαという種で、心材部がくっきりと波い

褐色で特徴的。人々はこの木の心材部で杵をつく

り、斧の柄などに利用する。重くて硬く、それだけ

に火持ちがよく、備長炭のウパメガシのようなもの

だ。佐藤さんがマジャンギルの言い伝えだといっ

て、この木にまつわる以下のような話をしてくれ
，. ，、。

「昔、太陽と月とが大喧嘩をしたとき、ぶつかり

合って、両者-は洛ちてしまった。太陽の落ちた所が

ドゥエの燃えさかる火の中だった。そ

れにたいし、月が落ちたのがアーべ

(調査地で多く出現した赤い肌の大木

でイチジク属)の混つてなかなか燃え

ない所だった。それ以来太陽は真っ赤

に燃えるようになったのに対し、月は

冷たいままでいる」というのである。

身近な樹木が太陽や月と直接結び付け

て諮られる点、非常におもしろく、

人々の樹木に対する思いいれの深さを

忍ばせて興味深し、。

シーメという木本のつる植物は、茎

を1mほど切断して、あふれ出る水を

欽んだ。樹液は根群から業群へと連

続する l本のヲ|っ張り合う毛管流で

あろうから、上方から空気を入れて

やらねば流れ出ない。本当に水がほ

とほしったのである。いくらか青臭

いようなl朱がした。けっさくだった

のは同行のアラジャーjレ氏がおもむ

ろに背広の内ポケγ トから石鹸を取

り出して手を洗い出した事だった。

彼は風貌もさる事ながらダンデイな

男で、いつもジャケッ トで身を固め

ていた。

滞在中最も素晴らしかったことの

一つは白と黒の毛皮に包まれた/J、型の樹上生活者、

コロプスの声だった。身体の大きさに似ず、吠え戸

は大きい。森のいたるところの巨木の紛冠部で苦手れ

ていた。それは夜明け前の6時頃から、時に4P寺、 5

時頃から始まった。遠くの方からだんだんと吠え声

の合唱が伝わってくる。どこかで l頭が吠えだす

と、それに呼応して、次 と々、 ひとしきり吠える。

波状となって、木から木へとジャングJレを伝わって

くるのだ。ノj、屋の中のペットに寝ていても外にいる

と同じに聞こえる。そしてやがて遠のいていく。私

は村を離れる直前、小さなテープレコーダを手に2

度夜明け前に小屋を出て森に入った。ぐるりと巨木

群に閉まれた小さな焼畑のギャップで待つ。 30分

は待つ。うまく巡り合わせると、だんだんと吠え声

の合唱が近づいてくる。訟の自の前の大木の樹冠部

で、後方の頭上で、一斉に吠え出す。まるで大自然

のオーケストラを聞く思いだった。まさに悦惚のー

クミ村の女性。お化粧に余念がない。
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時だった。私はこの声を聞くためにだけでもこの森

を再訪したいと患った。一度この渦が過ぎ去るとま

たl時間近くやってこない。 7時 10分過ぎ、ジャン

グルの巨木群の茂みの間から、太陽が顔を出し、森

にたたずむかやぶきの小屋の屋根からやんわりと煙

が立ち昇り始める。起きだした老人や婦人遼と

「デイゴイエ」と声を交わし、自分遣の小屋に戻る。

すっかり明けてしまうとコロプスの合唱は聞かれな

くなる。

クシエン君は足裏の指の先を尖った枝の先でほじ

くって、スナノミを取り出 した。 0.5mmほどのいか

にもノミという感じ。これが皮膚の下に潜り込んで

巣を作り、産卵を続け、直径2・3mmの卵のうを作る

のだ。命に別状があるわけでないのだが、ほおって

おくと傷口が大きくなって、化膿する心配がある。

私は全然気付かなかったのだが、いつのまにか右

足の獲にスナノミが巣くっていて、皮膚を通して白

く見える。ガプリエル氏が安全ピンで米粒大の白い

卵のうを取り出してくれた。ピンの消毒も兼ね、ピ

ンに突き刺して蝋燭の火で死刑にした。こんな体験

があり、十分気をつけていて、しばしば足の裂を調

べてはいたのだが、ある時気づいたら何と両足の指

先がほこぼこに膨らんでいた。数えると7ヶ所に白

い卵のうが透けて見える。この時はちょっとした手

術だった。十分消毒をし、化1農止めの抗生物質をの

んでおいた。生活に慣れるにつれて横着になり、油

断したためだ。「はじめは誰もがこんなものですよJ
と佐藤さんが慰めてくれた。

素足で転げまわって遊ぶ子らが常にスナノミに取

り付かれるのは当然である。母親に足を抱えられ、

安全ピンで大きな卵のうを取り出される時の彼女ら

の泣き声は痛ましかった。大抵は痛がって暴れるか

ら、卵のうはつぶれてしまう。母親はそれを絞り出

しては木の葉でぬぐっていた。小さな足の指の付け

根には 5mmくらいの穴がいくつもあいていた。児

らはこうしてたくましく育っていく。

「食客の食客jのことなど

l月17日の朝食は小さなバナナl個ずつがあてが

われただけだった。私はそれを美味しく食べ、そし

て次を待つが、肝心のベレパさんが外に出たきり

戻ってこない。トウモロコシの製粉のため杵を振り

下ろす音がする。男達の話を聞いていた佐藤さんが

つぶやいた。「いよいよこの家も食うものがなく
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なってきたのかなJJ彼らはどこへ朝飯を食いに行

こうかと相談を してますよ」 という。やがて2人は

いなくなり、残った4人は速れ立って、「南の方に

行って食べ物にありつこうとしているようですよ」

とのこと。

まさに我々は「食客の食客」である。どこかで今

朝の食事にあやかるために、大の男4人がさまよう

のだ。 15分ほどで心づもりの家についた。ところが

他に2、3人の男達がすでにいて、引き返してきた。

「もうその家でも今朝の食うものがなくなったそう

ですJと佐藤さん。結局、別の家庭でさつまいもを

ごちそうになって帰って来たのは畳近かった。この

一件はいろんな事を示唆する出来事だった(ただ

し、このような体験はこの時限りであって、そのB

の昼食以後、村を離れるまできちりと朝、畳、晩に

タロイモやトウモロコシのごちそうになり続けた)。

それにしても男達が暇をもてあま し気味なのに対

し、女性の方は忙しい。ほとんど身体を休める聞が

無いくらいに食事の準備に追われる。スーパーで

買ってきてレンジでチーンというわけにはいかな

い。芋類や トウモロコシの収穫から始まる。畑から

縫いっぱい背負って帰り、合間に種子を殻から外

す。ドゥエの心材で作った榛丸太の杵をふるって製

粉するが、これが重労働である。婦人達は腰のパネ

を旨く使いながらひと振りごとに気合いを入れて打

ち下ろす。ドゥエの杵は重い。小さな臼から粒がこ

ぼれ出る。時に2人がかりでつ く。次いで、器用に

風撰して皮を外し、精製する。彼女らは朝から晩ま

で男たちゃ、近所の縁者に食わせる食事の準備を

しているように見える。

**本**

コーンコーンともカーンカーンとも聞こえた。男

が1入、パンツ l枚で巨木に斧lつで挑んでいた。直

径2mになんなんとする、板根の発達した巨木のま

わりにやぐらを組んで、地上2m余のところに斧を

入れる光景は私にとって、まさに映像の世界の出来

事だった。どんなに感動をもって眺めたことか。樵

氏は私がカメラを向けているのに気付くと急いで

シャツとズボンを着け、そしてにやりと笑い、再び

斧を振るった。

蔓や低木類が切り払われた二次林の林床は温帯域

の落葉広葉樹林のように枯れ業に覆われている。但



し落葉の堆積はない。かさかさと音を立てる。常緑

樹と落葉樹の割合はどうか。大部分の樹種は乾期の

今も業を付けている ように見える。が落葉樹も多い

はずで、落葉しでもすぐに新葉を吹き出すのだろ

う。隣接する原生林に入ると陽光は薄くなり暗い。

ショウガ科の白い花が目立ち、野生の小さいトウガ

ラシの紅い実が美しい。林縁の道沿いにはイノコズ

チが多い。ヒヒのウンチは人間のそれのように臭

い。時々ジャッカルの糞もある。頭上ではコロプス

が群れて校を揺さ振っている。

森の中はまことに静かで、しっとりと息づいてい

る。ジャングルとはこういうところなのだろう。樹

高はAningeパα属の45mに達する超高木があるが、

普通は30m前後の林冠でうつ閉している。自分は確

かに本物のジヤングルの真つ只中にいて、ここの住

人たちに混じって生活したのだ‘。

一次林{支採のこ と

焼き畑が熱帯雨林激減の一因であるという意見は

根強い。自分はそれは誤解だ、伝統的な焼き畑はそ

うでないと思ってきたし、今もそう思っている。ク

ミ村で見るかぎり放棄された跡地の植生回復も早

い。佐藤さんによればマジヤンギJレの人々はジャン

グル無くして生活が成り立っていかない事を熟知し

ているという。しかしである。 この乾季に森が切り

払われただけでもかなりの面積になる。私が見たの

はごく小さなクミ村の周辺にすぎないが、マジャン

ギJレの村々は多数ジャ ングlレに散在する。これは限

られた面積にすぎないエチオピアの森林にと っては

かなりな圧力となっているには相違ない。人口の増

加が心配である。佐藤さんとは必ずしも意見のあわ

ぬところであるが、私の感想としては、このままで

は自分の首を絞め続ける結果にならないとは限らな

いように思われる。宝の森を自分たちで消費し尽く

してしまわないうちに効果的な歯止めが必要であろ

う。私に素晴らしい体験をプレゼントしてくれたマ

ジヤンギルの人々に対し、一般論としての安直な批

判をする気は毛頭無い。ただこの人々にとって、早

く手を打たねば、という漠然とした不安に駆られた

のである。

(はった ひろあき

国立科学博物館筑波実験織物園)
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北東アフリカ情報ネ ッ トワーク

Vigilance Soudan英語版創刊

スーダンにおける人権と自由の問題ととりく

むフランスのNGO、VigilanceCommittee for 

Human Rights and Libenies in Sudanは1992年か

ら月刊ニュースレターを刊行しているが、 1997

年暮れに季刊の英語版ニュースレターを創刊し

た。問い合わせ先 :BP 184. 75665 Paris 

Cedex 14. France. E-mail: vigilsd@club-

internet.fr Web site: http:www.club-

internet.fr / perso / vigilsd 

北東7フリカのニュ ースを 知るための Web

Sites 

アフリカのニュースの報道がきわめて貧弱な

日本のマスコミに不満足な方は、まずBBCに

アクセスすることをお薦めする。 hLLp://

news.bbc.co.uk/hi/english/world/africa全アフリカか

らのニュースがそれこそ分刻みで送られてくる。

音声や映像で情報を得ることもできる。また、関

連するサイトへのリンクも整備されている。

国別のニュースを得るには、 A合icば"ewsが便

利である。 http://www.a合icanews.org/east/のあと

に国名を付けてアクセスする。さまざまな特集

記事もある。また、ケニアの DailyNation、エチ

オピアの AddisTribuneなどの主要な記事も 、そ

れぞれの新聞のサイトで閲覧できる。 hL tp: 

www.nationaudio.com/News/DailyNation/Today/ 

index.html http://AddisTribune.EthiopiaOnline.Net 

栗本英世
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